


























* MURAT A Akiko: 日本外国語専門学校専任講師．
1 渡辺（1994），野畑（1996），堀口（1997），向井（1998），窪田（1999）参照．













































































3) J: Aさんはベビー ーとかしたことがありますか．
4) S2：エ，スミマセンノ
5) J: ベビーシッター， babysitter


















































































































Fox, Hayashi & Jaspersonは， 日本語のあいづちが頻繁に打たれるのは， 日本語のsovの語
順が関係していると指摘し， 日本語ではVが文末に来るために聞き手が会話の方向を文中で予
測することが難しいために，発話途中で何らかのモニター表示をし，「ここまでは理解したJ と
いうことを表示する必要があるからではないかと述べている（Fox,Hayashi & J asperson 1996: 
208-210). 
248 世界の日本語教育






































































































































































































































































































































10) S9: ドー シテメ．
11) J: （途中省略）なんか寂しい感じ
12) S9：デショ…ネー＼，争デモ ムズカシイト オモイマス．ヤッパリ ワタシモ サ
イショノ ニカゲツグライ（以下Sの体験談）
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